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	背景
	ヒストンは、アセチル化、メチル化、リン酸化、ユビキチン化など、様々な酵素触媒修飾を受けます。リジンのクロトン化は、染色体構造と遺伝子転写を制御する新たに同定された可逆的な修飾です。可逆的なリジンのクロトン化は、線虫からヒトに至るまでの真核生物ヒストンにおいて十分に実証されています。ヒストンリジンのクロトン化の独特な構造とゲノム局在は、ヒストンリジンのアセチル化とは機構的にも機能的にも異なることを示唆しています。具体的には、ヒトの体細胞ゲノムとマウスの雄生殖細胞ゲノムの両方において、ヒストンのクロトン化は活性プロモーターまたは潜在的なエンハンサーのいずれかを標識します。ヒストンH2BのLys11におけるクロトン化は、クロマチンリモデリングやDNA転写制御を含むエピジェネティックな調節において重要な役割を果たす可能性があります。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
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	クロトニル-ヒストン H2B (Lys12) 抗体を使用した、HeLa 3T3 溶解物中のクロトニル-ヒストン H2B (Lys12) のウエスタンブロット分析。

